
電力･エネルギーの事業環境は世界のエネルギー情勢と密接

な関連をもっている｡電力需要の伸び率が低位に定着した感のある

昨今,その環境には厳しいものがある｡しかし,エネルギー需要の

電力ヘの遷移は今後も継続するものと予想されている｡このような状

況の下に電力供給の効率化,経済化を目指して,原子力をはじめ

とする石油代替エネルギー,燃料の多様化,プラントの高効率･

高性能化など,広範な技術開発が要請されており,日立グループ

もこれらの課題について積極的に技術開発を推進している｡

原子力発電では軽水炉関係で東京電力株式会社福島第二発

電所2号棟(1,100MWBWR)の建設が無事完了した｡本プ

ラントは官民一体となって進めてきた改良標準化計画を実現し,また

多くの目立独自の技術を採用したベースプラントとして,広く国内外

の注目を浴びている｡この完成によって我が国軽水炉の信頼性,保

守性がより高いレベルに達することが期待される｡また,国際協力の

もとに進められているABWR(新型沸騰水型原子炉)の基本計画

設計も完了し,昭和60年代実用化へのステップの礎を固めた｡

開発炉関係では待望の高速増殖炉原型炉｢もんじゅ+の設置認

■可が得られ,建設準備のための具体的作業が本格的に進められ

ている｡実証炉についても電気事業連合会及び動力炉･核燃料開

発事業団によるプラント概念設計が鋭意進められているが,特に合

理化など建設実現に対しての技術検討が進められている｡また,信

頼性確認のため電力中央研究所によるタンク型FBR成立性の研

究に参加し,原子炉本体モデルによる実験を実施して実機での構

造成立性の確認が得られた｡

核融合関係では,日本原子力研究所納めのJT-60臨界プラ

ズマ装置が建設の最盛期に入り,本体の主要部であるトロイダル

磁場コイルが据え付け中で,昭和60年3月のプラズマ点火を目指

して,精力的に据付作業が進められている｡更に,名古屋大学プ

ラズマ研究所のJIPPT-ⅠIUの納入も終わり,大型プラズマ実験

が開始された｡その外,大学研究機関の計画も順調に進み,我が

国核融合総合技術の著しい進展を見るに至っている｡

火力発電では,我が国最大容量の石炭燃焼火力である電源開

発株式会社竹原発電所の700MW機が運転を開始した｡ボイラは

十数種類の輸入炭に対応できる設計であり,タービンは低圧ター

ビンに商用プラントの1,800rpm機としては世界初の一体鍛造ロー

タを採用している｡省エネルギーと負荷パターン変化に適応した高

効率変圧運転火力機が関西電力株式会社相生発電所ほかで営

業運転に入った｡火力機のDSS(毎深夜起動停止)に関連し

て,低軸振動形タービン発電棟,ディジタル制御技術を随所に採

り入れたボイラタービン発電機制御システムなどを完成している｡ま

た,既設プラントの子i炭専焼化に伴う環境保全対策として,東北電

力抹式会社仙台火力発電所に総合排煙処理システムを納入した｡

水力発電では,EPRI(米国電力研究所)との共同研究により,

1,500m級二段ポンプ水車を開発している｡将来の経済的な電力

負荷調整用であり,単機容量655MWを目指している｡最近の高

比速度･高性能設計を適用した257MWポンプ水車を台湾電力

公司明湖発電所用に完成した｡中国電力株式会社俣野川発電所

納め316MVA発電電動機とサイリスタ始動装置が工場完成した｡

この始動装置は12相整流,フィルタの設置など高調波電流の抑制

を図った我が国最初のものである｡

送変電関係では,UHV送電用機器及びシステムの技術開発

の成果を在来電圧レベルの機器に適用し,高性能･小形軽量化の

実を挙げている｡例えば,世界に先駆けて完成した362kVl点切り

ガス遮断器,小形化された酸化亜鉛避雷器などである｡また,超

高圧変電所監視制御装置もディジタル化した製品を完成した｡直

流送電では,大容量･高信頼化を目指して125kV,1,800A水冷

式光直接点弧サイリスタバルブを開発し,実系統で実証試験を行

なっている｡

新エネルギー関連では,6MWLNG冷熱発電設備が営業

運転を開始したほか,新エネルギー総合開発機構から受託してい

る太陽光発電学校用システムの一部,及び結晶形太陽電池セル

の連続自動生産設備を完成し,運転研究を開始した｡また,高濃

度石炭水スラリ,石炭ガス化及びガス化発電,燃料電池などの開

発を推進している｡
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東京電力株式会社福島第二原子

力発電所2号機の試運転実績

電気出力1,100MWI∋WR(沸騰水型

原子力発電設備)の第一次改良標準化

ベースプラントである東京電力株式会

社福島第二原子力発電所2号機は,昭

和54年2月の着工以来,鋭意建設を進

めてきたが経過は順調に進捗し,系統

別機能試験を経て昭和58年4月初めか

ら燃料装荷を開始し,4月26日初臨界

に達した後,出力段階別試験がいずれ

も好調に進み,現在試運転最終段階の

100%出力試験中である｡以下にその概

要を述べる｡

1.燃料装荷及び初臨界確認試験

764体の 8×8型神業荷燃料は

50～60体/日のピッチで原子炉炉心に

装荷された後,大気圧試験を実施し炉

心特性,中性子計装系,制御棒駆動系

など主要系統の特性･性能確認,及び

総合インタロック試験を経て,初臨界

確認試験を成功裏に終了した｡

2.核加熱試験及び初併入

原子炉発生蒸気規定圧力に至る各段

階で,炉心特性などの核熱関係試験及

びタービン発電機無負荷試験を経て,

原子炉圧力制御系,出力制御系,水位

制御系などプラント主要制御系の機能

確認の後,6月23日の初併入によって

待望の送電が開始され本格的な負荷試
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図I ABWR建屋

験に入った｡

3.負荷試験

25%,50%,75%の各出力段階で,

プラント全般にわたる機能確認試験を

行ない,10月1日から最終段階の100%

出力試験を実施中である｡各出力試験

では,原子炉･タービンの各系統機器

はいずれも所定の機能を満足してお

り,現在の100%出力試験も残りわずか

となっている｡

4.試験の評価

各試験段階で,中央制御室内の各種

記録計及び計算機により試験データを

記録し,この他過渡状態値などの細部

データを補完するため,日立製作所の

NUSTARS(新鋭起動試験評価システ

ム)を援用し,試験データの信頼性向

上と併せ試験の効率化を図ることがで

きた｡

この試運転で当初計画した特性,機能

などが実証され,各負荷試験とも良好

なデータが得られつつある｡

試験は計画外停止もなく進んでお

り,今後100%の残試験を続けた後,昭

和59年2月に営業運転を開始する予定

である｡

なお,これらの試運転結果は,当2

号機に引き続き,東京電力株式会社福

島第二原子力発電所4号機の建設に,

並びに現在計画中の原子力発電設備の

計画,設計に反映されている｡
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原子炉建屋

天井クレーン

燃料取替機

使用済み燃料貯蔵プール

大物機器搬入口

主義気配管

給水配管

下部ドライウ工ル内

サービスプラットホーム

インターナルポンプ

新型CRD(制御棒駆動機構)

ベント管

原子炉圧力容器

ドライウエノレ＼ツド

上郡ドライウェル

上部ドライウェル機器ハッチ

原子炉格納容器

二次格納施設

原子炉圧力容器ペデスタル

原子炉生体逓へい壁

サブレッションプール

ABWR(新型沸騰水型原子炉)の
基本計画設計の完了

2年にわたってゼネラルエレクト

リック社及び東京芝浦電気株式会社と

共同開発を進めてきたABWR(新型

沸騰水型原子炉)は,昭和58年6月末

に基本計画設計を完了し,昭和60年代

実用化へのステップの礎を固めた｡図

1はABWR壇屁の概観図である｡

ABWRの技術的特徴は電気出力

1,300MWへの大容量化,原子炉再循

環系へのインターナルポンプの採用,

電動徴駆動の新型制御棒駆動装置の採

用,最小シャフリングと熟的余裕の向

上をねらった改良炉心設計,高圧系統

を強化し単純な系統構成とした非常用

炉心冷却系,内面を鋼板でライニング

した鉄筋コンクリート製格納容器など

である｡これらの特徴は図2に示すよ

うに優れたプラント特性を生み出すこ

とに寄与している｡運転性のうち特に

重視された負荷追従性は,大幅な出力

変化に対応できるものとなっている｡

経済性は大容量化によるスケールメリ

ットのほかインターナルポンプの採用

に負う点が大きい｡インターナルポン

プはこのほかにも被ばく線量の低減と

安全性の向上に大きく寄与している｡

新型制御棒駆動装置は,燃料棒健全性

維持に有効なことから運転の自由度を

上げる一方,保守性が良いことから定

期検査期間が短縮され設備利用率の向
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1運転性･日負荷追従性の向上
(100-60-100%)

○ ○

2
立地の効率化及び

経済性の向上
○ ○ ○

3設備利用率の向上
(80%以上)

○ ○ ○

4
放射線被ばくの低減

(200人レム/年以下)
○ ○

5 信頼性,安全性の向上 ○ ○ ○ ○

図2 ABWRのプラント特性と技術的特徴

上にも寄与している｡

技術評価･経済評価を行なった結果,

ABWRは従来の軽水炉に比べて十分

優れた特性をもっていることが確認さ

れた｡設計に関しては東京電力株式会

社から,またABWR関連電力共同研

究を通じBWRユーザー電力各社か

ら,有益な肋言を得て開発を進めてき

た｡今後詳細な設計を行なうに当たっ

ては,いっそうの合理化を推進したい

と考えているので,関係各位の御理解

と御指導をお願いする次第である｡

ABWR用インターナルポンプの

開発

インターナルポンプはABWRの最

も基本的な技術的特徴であるととも

に,その信相性は原子炉の安全運転を

左右する重要な因子である｡この観点

から日立製作所はインターナルポンプ

の国産化は顧客各位のニーズにこたえ

るものと判断し,その開発を行なって

きた｡このたび,国産試作1号機を完

成した(図3)｡

試作機の特徴は次のとおりである｡

水力モデル実験による高効率インペラ

を採用したこと,新型水中軸受により

仝運転城でのロータ振動安定化を図っ

たこと,耐応力腐食割れ性に優れた材

料の採用によって高温･高圧水中での

長時間連続運転を可能としたこと,で

ある｡開発に当たって特に留意した点

は,実機使用条件を考慮し,運転の全

範囲にわたって高耐震性も考慮した高

信頼性を確保するということである｡

このため,通常運転時はもちろん,起

動,停止時,各種異′常運転時を想定し

l_′

遷望ニt

図3 インターナルポンプ試作機

荘法華夢二､遜軒∴こ､選考

髪と

図4 東京電力株式会社福島第二原子力発電所4号機用オペレークコンソ‾ル

た実機大コンポーネントによる実験,

及び解析によるシミュレーションを実

施し,構造の最適化を図った｡更に,

実機使用環境を考慮した材料基礎実

験,及び実機の強度解析を実施L,信

相性向上を図った｡これらの開発技術

を総合して国産試作機を完成し,高

温･高圧下での実証試験を行ない,良

好な試験結果を得た｡

東京電力株式会社福島第二原子

力発電所4号機における新製品

の紹介

1.新型中央監視制御システムの完成

原子力発電所の運転の信相性,稼動

率の向上及び運転員の負担軽減を目的

としたNUCAMM-80(新型中央監視

制御システム)が完成し,t場での総

合組合せ試験を経て,現地搬入し,据

付を完了した｡本システムは複数台の

CRTを設置LたプラントオペレMタ

コンソール,高信根性の制御用計算機

HIDIC80E及びプラントの主要制御

装置を密接かつ有機的に結合させ,合

理的で信頼性の高い制御監視機能を実

現したもグ)である｡図4はオペレータ

コンソールをホす｡

2.ケープリングシステムの合理イヒ

原子力プラントの膨大なケーブル量

の処理に対処するために,電気工車台

理化を目的として2種類のケーブリン

グシステムを開発納入予定｡一つには

ケーブルの多心化とプレハブ化を主体

とした,中央制御室ケーブル集中処理

シえテムである｡国5にその模巧りをホ

す｡もう一つは,光多重伝送の一束用で

あり,1部のシステムに高信棺件の原



図5
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中央制御室ケーブル集中処理システム

適

図7 励磁装置との組合せ総合試験中のl′300MVA タービン発電機

図8 サイリスク励磁装置

図6 光多重伝送装置ユニット

子力用光多重伝送装置を納入した｡図

6に光多重伝送装置ユニットを示す｡

3･l′300MVA原子力用タービン発

電機及び速応励磁システムの完成

今回完成した東京電力殊式会社福島

第二原子力発電所4号機納めの1,300

MVAタービン発電機は,サイリスタ

分巻自励による超適応励磁方式(定格

容量3,425kW)を採用したものとして

は最大容量機である｡この発電機と励

磁装置は日立製作所で大規模な組合せ

総合試験(園丁)を実施し,その信頼

性を確認した｡本励磁システム(図8)

は,従来の交流励磁システムに比べ,励

才蔵適応性,信頼性,保守性及びスペー

ス面で優れており,大答量長距離送電

化に伴う電力系統の安定度向上を目指

すうえで,今後の原子力用タービン発

電機の励磁システムの標準になるもの

として期待される｡

4･大容量真空遮断器収納2段横メタ

ルタラッド配電盤納入

所内電源開閉装置として,7.2kV,

RC63kA真空遮断器収納2段積メタ

ルタラッド配電盤を開発し納入した

(図9)｡真空遮断器は信頼性,操作性,

保守に優れているうえ,小形軽量のた

め2段積が可能である｡これを収納し

た配電盤は所電スペースが半減され,

建築コストを節減できる利点をもって

いる｡

5･高速スクラム型CRDシステムの

実用化

高速スクラム型CRD(制御棒駆動機

構)は,現行のCRDに比べ負の反応度

を急速に加えることができるため,炉

心の過渡変化の特性を緩和させること

ができる｡本システムはCRD本体の

緩衝機構,水圧制御ユニットのアキュ

ームレータなどに特徴をもっており,

東京電力株式会社福島第二原子力発電

所4号機に採用されるに当たっては,

十分な実証試験を行ない機能的にも強

度的にも良好な結果を得ている｡
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図9 7.2kV,RC63kA真空遮断器収納2段積

メタルクラッド配電盤

軽水炉における技術開発

最近の軽水炉での開発技術の一端に

ついて紹介する｡

1.遠隔自動原子炉サービス一変器の改

良設計

自動燃料取替機やCRD(制御棒駆動

機構)遠隔自動交換装置などのサービ

ス機器が既にJ京子力発電所に幕内入さ

れ,順調に稼動中である｡また,CRD

分解洗浄装置及びFCB(使用済みチャ

ネルボックス)･CR(制御棒)i威容装置

(図川)などを開発している｡FCB･

CR減容装置は,水中で高放射性の

FCB及びCRを溶極式ウォータジェ

ット方式によって安全確実に切断し,

体積を約÷に減少できる0
2.放射性廃棄物固定化技術の開発

放射性廃棄物の最終処分時に,長期

間安定な物性を確保するため,(a)有機

廃棄物の無機化処理技術,(b)無機質

(特殊ガラス)固化材及び(C)複合コン

クリート製容器を主体とした仝無機固

化処理技術を開発している｡特に廃棄

物固定化技術に関しては,沸騰水型軽

水炉の模擬廃棄物を対象に,パイロッ

トプラントによる200/サイズ実機規

模固化特性試験,及び生成した固化体

の耐イ展性,耐火性,強度などの物性評

価試験を実施して,良好な結果を得て

いる｡既に実機採用が決定している廃

棄物減各設備(造粒圃化処理設備)と

組み合わせることによって,高減答･

安定圃化処理システムを実用化できる

見通しを得ている｡
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図10 FCB(使用済みチャネルボックス)

CR(制御棒)減容装置

3.特殊熱処理チャネルボックスの開

発

燃料チャネルボックスは,燃料と一

体となり炉心を構成する重要部品であ

る｡近年,原子炉の運転サイクル長期

化に対応できて,かつ廃棄物物量の削

減を目的として,燃料チャネルボック

スを再使用したいという強いニーズが

ある｡日立製作所では昭和56年に耐食

性を向上させた特殊熱処理品を開発し

た｡これら製品は板厚2-2.5mm,板

帽265mm,長さ約4mのジルカロイ

ー4の板2枚をコの字形に曲げて溶接
し角筒管とした後,高周波焼入れ処理

を施したもので,実炉で先行使用し,

定期検査時に寸法,腐食量などの測定

を行なって,その健全性を確認してき

た｡この特殊熱処理品の開発によって,

燃料チャネルボックスの再使用が可能

になるものと期待されている｡

4.原子力プラント配管設計のCAD

化

原子力発電プラントのもつ膨大な配

管,及び配管付帯構造物を効率良く計

画･設計･製作･施工するために,総

合的配管CADシステムを昭和50年か

ら計画推進し,現在,設計あるいは建

設中プラントで実用に供されている｡

更に,CADシステムの機能拡大を図

り,FAシステムへの連携を推進中で

ある｡本システムの特徴は系統設計に

始まり,機器･配管レイアウト→配管

応力解析一配管･サポート･埋込金物

設計→配管FAシステムヘと継がる一

貫システムであり,関連帳票類の出力,

図Ilチタン製廃液濃縮器の加熱器

物量･工程管理なども同時に行なう総

合システムを指向しており,また,

CAD端末を利用し対話形処理を主体

としている｡本システムの実用化によ

って,設計の効率向上,設計期間の短
縮,また,設計思想の一貫性が図られ

ている｡

5.チタン製廃液濃縮器の開発

沸騰水型軽水炉の放射性廃液を蒸発

減容する廃液濃縮器は,腐食環境で使

用されるため耐食性の優れた製品が望

まれている｡東京電力殊式会社福島第

一原子力発電所1-4号機放射性廃棄

物集中処理増強設備では,耐食性の優

れたチタン材で製作納入した｡廃液濃

縮器の蒸発器はチタンクラッド鋼を,

また,過熱器は純チタンを使用してい

るが,これらの材質で製作された製品

としては,原子力プラントでは国内で

最初である｡写真は過熱器を示す(図

11)｡

高速増殖炉の開発

原型炉もんじゅ(電気出力280MW)

は昭和58年5月に原子炉設置の認可が

あり,着工に向け大きく前進した｡日

立製作所の主な予定納入範囲は一次i令

却系システム機器,中間熱交換器,蒸

気発生器の一部,中央計算機及び諸設

備などであり,据付完了は昭和65年3

月の目標である｡

実証炉(電気出力1,000MW)につい

ては,前年に引き続き電気事業連合会

及び動力炉･核燃料開発事業団による

プラント概念設計研究がそれぞれ実施



図12

官

され,プラント建設費の合理化を目標

に新技術･新概念の検討がなされた｡

一方,財団法人電力中央研究所による

タンク型FBR成立性の研究では,日

立製作所は÷のルーフスラブ及び去の
原子炉本体モデルなどによる言式験研究

を実施し,実機での構造成立性を確認

した(図12)｡

名古屋大学プラズマ研究所納め

JIPPT-ⅠIUの完成

昭和58年春,JIPPT-1IUが完成し,

名古屋大学プラズマ研究所に納入され

実験を開始した(図13)｡本装置は,ト

カマクとステラレータのハイブリッド

装置であったJIPPT-ⅠⅠを改造し,プ

ラズマの電主充,断面を大きく したもの

で,大半径0.91m,副半径0.23m,ト

ロイデル磁場3Tの諸元である｡ジュ

ール実験では,目標値300kAを達成

し,1,500万度のプラズマを実現してお

り,今後,45MHz,3MWの大電力

ICRF設備を使用したプラズマ実験を

行なう予定である｡

図ほ+T-60全系制御設備

鎧攣嗣頂も琶森▼巧

′∴嶽斗学

jw
し

し j.

▼

図13 完成した+lPPT-ⅠIU装置

タンク型FBR原子炉本体去
全体モデル振動試験

ー ■

完遂

図14+T-60本体の現地据付状況

日本原子力研究所納め臨界プラ

ズマ試験装置"JT-60”の建設

JT-60本体は,日本原子力研究所川;

対地lメニに昭和58年2月に据付けを開始

し,架台,真空答器,ポロイデル磁場

コイルの設置を完了し,引き続いて昭

和58年10月からトロイデル磁場コイル

の設定に入った｡図14にその状況を示

す｡現在,昭和60年3月のプラズマ点

火を目指して,精力的に据付作業が進

められている｡

一方,JT-60制御装置としては,仝

系制御(図15),本体制御及び電源制御

てま′

■
狼,∧､叩

毒義

の-･部など各制御設備を完了した｡こ

れらの設備は,制御用コンピュータ

HIDIC80E7台,マイクロコンピュー

タ内蔵CAMAC25台,制御盤約300面な

どによって構成され,JT-60制御の中

枢となるものであり,現在各制御設備

間の組合せ試験を実施中である｡

プラズマ第2段加熱装置に電力を供

給する加熱用発電設備の電動発電機

は,2,650MJのエネルギーを10分周期

で供給するためのもので,立軸で出力

400MVA,重量約330tのフライホイ

ールを直結した新構造品である｡本機
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の駆動電動機容量は15MWであー),セ

ルビウス方式で加速を行なうものとし

ては国内最大級である｡これらは,こ

のほど工場完成した｡

JT-60のプラズマ第2+役加熱装置

の一つである粒子入射加熱装置は,昭

和56年に完成納入した原型ユニットの

性能検証試験結果を踏まえて,昭和61

年7月完成を目標に,設計･製作を進

めている｡

また,JT-60中央変電所に,275kV

GIS3セットを完成納入し,昭和58年

未に受電を開始した｡

リチウムアセンブリの完成

将来の核融合炉ブランケットでのト

リチウム増殖の研究用として,リチウ

ムアセンブリを完成した｡ 本装置は,

アセンブリを収納する内･外殻ブロ

ック及びプラグと,これらを支える架

台から成り立っている｡ブロック及び

プラグには金属リチウムが充てんさ

れ,密封されている｡またブロックに

は観測用,試料挿入用の貫通孔が設け

られ,試料設置が可能である｡トリチ

ウム生成研究は,封入金属リチウム試

料で行なう｡

我が国最大容量石炭燃焼火力発

電所の運転開始

石炭燃焼火力では国内最大容量700

MWの電源開発株式会社竹原火力発

電所3号機が,昭和58年3月18日に営

業運転を開始した｡エネルギー源の脱

石油化の一環として石炭火力の導入が

急速に進む中で,多くの最新技術をも

った本プラントの完成は,今後の大容

量石炭燃焼発電プラントのモデルとな

るものである｡

本プラントの主な特長を次に述べる｡

(1)ボイラは十数種の輸入炭燃焼に対

応可能な火炉設計となっており,蒸気

温度制御には,従来から実績の優れた

再循環ガス方式に加えパラレルガスタ

ンパ方式を併用し,炭種によるボイラ

特性への影響を少なく した｡試運転期

間中に代表的性二伏の石炭を数種燃焼さ

せた結果,全負荷範囲で計画どおりの

蒸.気温度特性とボイラ効率は,計画値

を上回る性能を得るとともに,ボイラ

排ガス中の窒素酸化物についても所定

の目標値を達成することができた｡更

に,負荷変化応答も試運転下という限

12

1
1

l

†

千† ⅡJ爪

一次過熱器

節炭器

l

l

『▼

l l

l l

lJ

ノ

Il
炉==‾･.‾㌻二‾三-‾臼

｢1 /‾ -W ‾二1-- ｢‾‾汀ヨ

,

,l
l

二次過熱器｡
l

l

._F

再熟器

hO

ノノダ′

′′

01

l

＼

ウイング壁

‾8‾○‾

ミニ二二三=ミミ三三‾三二号･｢1‾

←_⊥

.-◆J
l

ー■--一寸｢一一一

1,-｢,ト∩--

1空討て▲小

泣声‾
苓+:こヒニニ

l

l､､旨三三当≡
エビゴー三三√'

｢丁‾｢｢〒モ≠

l

l

白 Dl

l

+

b｢

ll
--一勺

凸 nlO

0｢▼‾▼‾ ■0

1

】

l

_+
l

‾ナjl

N

ノて妄≦=⇒こ
T+__+ ] ]

l

L
｢≠Jl r

…去こ
て′

.虎
一一r■

腐

l --･i

}
◆

_

l
l

‾オ･/-_ヽ⊥

ト

⊂_‾

J

lll l

¶｢●

lL掛次空気予森空気 熱器ll

l

r
下√ち㌻‾←▼l･l

J_
､3

▲卓

l

∈己二
○!i.0

什‡≡二二
l
l

.･ト+ト出=一一--J:･子＼▼抑Il

崖』
l

瓢 三軍 l

l

】

l

tぞ

･__｢｢

+ラ煮d■

丸･･‡さ㌣l･
l

】F=∃l ＼ l H
ローl / ＼ /

ガス再循環通風機 押込通風機 一次通風機

図柑 700MW石炭燃焼貫流ボイラ側断面図

図17 一体鍛造式大形ロータ(電源開発株式会社竹原火力発電所3号機+Pタービン)

られた条件ではあったが3～5%/分

に対し良好な追従性を示し,従来の石

炭火力に比べて数段優れた運転機能を

実証した(図16)｡

(2)タービンは,同クラスでは国内初

のクロス機で,最終段に38in長異を

採用し,性能的に世界トンプクラスの

熱効率を実現した｡また,低圧ロータ

には商用プラントでは世界初の一体鍛

造式大形ロータを才采用し,機器の信緯

性向上に大きな成果を挙げており,今

後の火力,原子力用大形ロータに対す

る信頼性向上技術として,その効果は

多大なものといえる(図17)｡

(3)プラント制御システムは,負荷追

従性の向上,システムの巨大化･複雑

化に対応したプラント信相性の向上,

石炭ミルを含むプラントの全自動化な



どのニーズに対応するため,各サブル

ープ制御装置に記憶･判断機能をもつ

マイクロプロセッサを適用し,予測適

応制御のj采用,多重化構成,異常診断

機能の充実,最適機能分散構成などを

もたせた国内初の大容量石炭火力総合

ディジタル制御システムで,これによ

りプラントの性能,信頼性の飛躍的向

上を実証した(図18)｡

(4)排煙脱硝装置は,石炭火力用とし

て国内最大容量のもので低ダスト方式

を通用し,SO2酸化率,残留NH｡の低

減のため低SO2酸化触媒,新方式NH｡

注入装置の採用によって好結果を得た

(図19)｡

タービンバイパス中圧起動方式

蒸気タービンの運転開始

最近運転に入ったパキスタン,カラ

チ電力庁ピプリ発電所納め,210MW

蒸気タービン1号機(図20)は,ター

ビンバイパス系統を備え,中庄タービ

ンによる起動を採用している｡二の方

式は,信頼性の高い起動停止運転及び

制御性に優れた所内単独負荷運転が可

能であることを特徴とLた最新の技術

である｡現在,ピプリ2号機を含め,

本機を原型機とした中庄タービンによ

る起動を行なう蒸気タービン十数台

を､設計,製作,据付中である｡

表l 主要諸元

野着

萎済襲
;ヨガ恥脚肺

ヨ汐彗訝

ご羞謹ヨ

､慧慧琴､弓
日8畠8習

惑

′.鬱

ー㌦｢､､一㍉

図柑 大容量石炭火力総合監視中央制御盤

高効率変圧運転火力発電所,続々

営業運転を開始

省エネルギ】指向と負荷パターン変

化の社会的背景に適応した高効率変圧

運転火力発電所が,関西電力株式会社

相生発電所3号機,常磐共同火力株式

会社勿来発電所8号機,及び北海道電

力株式会社知内発電所1号機で,それ

ぞれ好調に営業運転を開始した(表

1)｡

これらプラントの主な特徴を以下に

述べる｡

(1)変圧運転方式を採用した高効率プ

ラントである｡

(2)高性能シュりクト寅などを採用し

た高効率蒸気タービンである｡

(3)流体継手付電動給水ポンプ,可動

翼循環水ポンプなどを採用した省エネ

ルギープラントである｡

(4)自動化プラントで起動時間を大幅

に短縮し,高頻度起動･停止運用を可

能としたプラントである｡

発電所名

関西電力 常磐共同火力 北海道電力
株式会社 株式会社 株式会社

相生火力3号磯 勿来火力8号機 知内火力l号機

出 力 375′000kW 600.000kW 350′000kW

蒸 気 条 件

ゲージノ主力 ゲージ圧力 ゲージ圧力

柑9kg/cm2 246kg/cmZ 246kg/cmZ

566/5380c 538/566□c 538/5660c

タービン形式 TC4F-30 TC4F-33.5 TC4F-26

燃 料 重･原油 重油･石炭 重･原油

営業運転開始j昭和58年2月 昭和58年9月 昭和58年12月

靡

図19 電源開発株式会社竹原火力発電所

3号機用排煙脱硝装置

図20 パキスタン,カラチ電力庁ピプリ発電所納め

ビン発電機

l号機Z10MWクー
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大容量タービン発電機の完成

関西電力株式会社御坊発電所納め

670MVAタービン発電機が,各種工場

試験に合格して工場完成した(図21)｡

本機は本格的DSS(毎深夜起動停_1上二

機)としては最大容量であl),発電機各

部にDSS対策としての新技術をj采用

しており,特に軸振動に関しては工場

で大電流通電バランス装置によるサー

マルバランスを実施した低軸振動形発

電機とし,高信束副生をもっている｡

このほか,国内事業用火力発電機で

は,初の静止励磁方式採用のクロスコ

ンパウンド機である電源開発株式会社

竹J京発電所3号700MW機をはじめと

し,初の本格的DSS機の関西電力株

式会社相生発電所3号375MW機,ク

ロスコンパウンド機の東北電力株式会

社東新潟発電所2号600MW機及び常

磐共同火力株式会社勿来発電所8号

600MW機など,最新鋭の大谷量機が

順調に運転を開始した｡

また,輸出用火力発電機ではHPD

(High Power Density:高負荷密度

形)発電機が248.3MVA機,262.8

MVA機,425.5MVA機,391MVA機

と続いて工場完成した｡これらの

HPD形機は,従来500MVA級に採用

されていた高性能冷却方式を中容量機

に採用することによって,従来の同体

格の発電機に比べ20%近く出力を向上

できるとともに,各種試験によって高

信頼性が確認されている新製品であ

る｡

DSS火力発電所制御システムの

完成

DSS機能をもつ新設火力発電所の

制御システムを完成し,以下に述べる

プラントへ納入した｡

関西電力株式会社相生発電所納め3

号機タービン発電機制御システム(昭

和58年1月運開),関西電力株式会社御

坊発電所納め2号機ポイラ･タービン

発電機制御システム(昭和58年12月納

入)

最近,電力系統中にべースロード運

転を行なう大容量原子力発電所が増大

するに従い,系統運用の弾力性を高め

るため,火力発電所ではDSSを可能

とし,中間負荷運用を行なう必要性が

生じた｡DSSプラントは,

(1)起動停止が短時間でできること｡

(2)起動停止に伴う熱損失が少なく,

部分負荷効率も高いこと｡

(3)出力調整幅が大きいこと｡

(4)運転が容易で少人数で行なえるこ

と｡
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図21関西電力株式会社御坊発電所納め670MVAタービン発電機の工場完成
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表2 制御装置の特徴

制 御 装 置 名 !特 徴

制 御 用 計 算 機

=)二重系負荷分担方式

(2)熱応力監視制御(ボイラ及びタービン)

(3)マンマシンインタフェースの充実(音声告知,CRTなと)

ボ イ ラ 自 動 制 御 装置

(= 主要な発信器の多重化

(2)制御機能の拡大(B･T協調制御,起動バイパス制御,

再熱蒸気温度予測制御など)

(3)ABC高遠故障記錦装音量の採用

自 動 バー ナ 制御装置
=)ストアードロジックの全面採用(共通ロジック含む｡)

(2)操作端監視機能の強化

主タービンディジタルEHG
川 マイクロコンピュータによる待機冗長二重系

(2)異常診断機能の充実

BFPタービンディジタルEHG
=)EHガバナの採用

(2)昇速機能の付加

シ ー ケ ン ス 制御 装置

=)7Dログラマブル シーケンス コントローラの採用
(2)ステップ分割とステッ7r'渋滞監視

(3)シリアル伝送により計算機とリンケージ

む隻

図24 訓練用シミュレータ操作デスク

図25 シンガポール･セノコ

発電所向けEP(電気式集塵

装置)の外形図
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が前提条件となっており,これらの機

能を効果的に行なうため,制御機能に

優れ,かつ信頼性が高いディジタル制

御装置を数多くj采用した｡

図22にDSS火力発電所制御システ

ムの構成を,表2に各制御装置の特徴

を示す｡制御用計算機では高プ椅度の起

動停止に対し熟応力監視制御,音声告

知装置によるオペレーションガイドな

どが採用されている｡ボイラ自動制御

装置では,主蒸気温度予測制御装置や

高速故障記録装置が採用されている｡

補機の自動化には,プログラマブルシ

‾ケンスコントローラを大幅に採用

し,高信頼化が図られている｡図23に

中央制御盤を示す｡

高精度火力運転員訓練用シミュ

レータの納入

オーストラリア国クィーンズランド

州電力局タロン発電所向け運転員訓練

用シミュレータを完成し,納入した｡

本シミュレータは,プラント機器本体,

制御装置及び操作盤すべてをタロン発

電所と全く同一の動作をするように設

計されており,実プラント運転開始前

に納入し,かつ実機運転開始前に運転

員の訓練ができるようにした｡プラン

ト機器は物理理論式をベースに数式モ

デル化され,特性解析用に近い高精度

のモデルになっており,種々の運転二状

態を忠実に再現できる｡またプログラ

ム作成のため,汎用計算機によるデー

タリンケージチェックやモデル式テス

トなどのサポートツールも完備し,能

率的に多量のプログラム作業を消化で

きるようになっている｡図24に本装置

の操作デスクを示す｡

シンガポール･セノコ発電所向け

250MW発電ボイラ用電気式集塵

装置の完成

シンガポールの環境保全の一環とし

て,セノコ発電所向け重油専焼ボイラ

用EP(電気式集塵装置)(図25)を5

基′受注しているが,このほどその最初

のEP(7号機用)が完成した｡このEP

は発電所用ではシンガポールで初めて

設置されたもので,昭和58年6月3日

引i度し性能試験を完了し,好調に運転

に入った｡

なお,他のEPは現在建設中であり,

昭和59年11月までに順次完成の予定で

あ争｡

東北電力株式会社仙台火力発電

所納め石炭火力用総合排煙処理

システムの完成

東北電力株式会社仙台火力発電所

2､3号機各175MW石炭専焼火力プ

ラントの排煙処理設備として,日立高

ダスト脱硝方式総合排煙処≡哩システム

を納人し,3号機用は昭和58年2月,

2号機用は同年5月から営業運転に入

り,以後良好な運転を続けている｡

本システムは既設プラントの石炭専

焼化に伴う環境保全対策として設置さ

れ,その構成は,脱硝一EP-脱硫(排

水処押を丹む〈j)であり,日立製作所で

のシステムー括納入の1,2号機で,

この完成により日立システムの高性能,

高信頼性が実証された｡

システム構成機器のうち,脱硝,脱

硫及び脱硫排水処理(3号機用)が新設

納入品であり,EPは日立既納品の性

能向上改造を行なって流用されてい

る｡

今回納入品の概要は次のとおりであ

る｡

(1)排煙脱硝装置

本装置の特徴は,高ダスト脱硝方式

(低温EP方式)を採用したもので,高

濃度のダストによる触媒の摩耗に対し

て,耐摩耗性強化触媒の採用と,適切

な反応器内ガス流速の設定,流速分布

の均一化などの考慮がなされている｡

通煙後,約1年経過の現在,脱硝性能

をはじめ,システム的にも安定した運

転が継続されており,高ダスト脱硝方

式の信相性が実証できたと言える｡
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図26 東北電力株式会社仙台火力発電所3号機用排煙

脱硫装置

(2)排煙脱硫装置

本装置はコンパクトな低圧損形の除

塵塔とスプレイ方式の吸収塔を組み合

わせた脱硫装置(図26)の1号機であ

る｡この特徴はダスト分敵方式のす采用

と併せて石炭燃焼特有のダストに対

し,高効率の除塵･吸収性能をもち,

かつ高品位な石こうを回収できるこ

と｡更に,圧力手貞夫が低〈補機動力が

少ないこと,起動停止を含めて全系統

がシーケンシャルに運転できることな

ど,最新の技術を駆使しており今後の

脱硫装置の基本となるものである｡

(3)排煙脱硫排水処理装置

本装置は,処理量480m3/dで,脱硫

排水の?疑集沈殿･ナ戸過･中和及びCOD

吸着処理を行なっている(図27)｡

主な特徴は,以‾‾Fのとおりである｡

(1)ふっ素の高度処理法に,硫酸バン

ド法を採用し,従来除去困難であった

ホウふっ化物の除去を行ない,安定し

た処理水を得るとともに,薬品注入量

低ブ成運転が可能となった｡

(2)カルシウムの除去とふっ素の処理

とを,同一の凝集沈殿槽内で行なうこ

とにより,スケールの発生がない｡

韓国電力納め揚選炭設備完成

韓国電力,高手発電所向けに500

MWx2石炭火力用揚運炭設備を納

入した｡本設備は伊藤忠商事株式会社,

日本コンベヤ株式会社,安川電機株式
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東北電力株式会社仙台火力発電所3号機用排煙脱硫排水処理装置外観
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図28 韓国電力納め揚選炭設備

会社,日立製作所の国内4杜と韓国メ

ーカーの江原産業とで協同受注したも

のである｡アンローダで陸揚げされた

石炭は,スタッカ･りクレーマに取り

付けたダイバートゲートの調整で一部

はサージビンに直送され,残りは石炭

ヤードに野積みされ必要に応じコール

バンカへ送られる｡日立製作所は,ア

ンローダ2台,スタッカ･りクレーマ

2台,ラジアルスタッカ1台,油船用

アンローディングアーム2台を製作,

納入した(図28)｡本設備は粉塵防爆形

電気品を使用し,ヤード散水,CO2消火

設備,集塵装置などを主要機械に搭載

し,環境保全,安全対策を十分考慮し

た運炭設備となっている｡

1′500m級二段ポンプ水車の開発

EPRI(米国電力研究所)との本共同

研究は,将来の経済的な電力負荷調整

用として,地表に上池,地下1,500mに

発電所をもった超高落差であり,しか

も最大単機出力655MWという大容量

ポンプ水車の開発を目指すものであ

る｡その構造は,強度及び水力的有利

性をねらい,2個のランナを同軸上下

段に配し,負荷調整を良好に行なうた

めに上下段案内羽根ともに-可動とする

など,画期的なものである｡流れ解析

や高落差単段ポンプ水車設計の実績に

基づきi充体設計を行ない,模型試験に

より単f受500m級ポンプ水車に比較し

て劣らない高性能,高効率を得ている｡



また,特殊模型試験を終了し,運転制

御や構造設計に必要な有力なデータを

得た｡主要部品の応力,疲労強度評価,

振動解析を最新の技術を駆使して行な

うほか,主軸封水装置,主軸受などコ

ンポーネントの開発,製造方法や分解

組立法の確立,運転制御系の設計,高

信相性への配旛など実用化のための多

岐にわたる基礎的検討を行なった(研

究期間:昭和57年1月～59年2月)｡

大容量揚水発電機器の完成

中国電力株式会社俣野川発電所納め

31万6,000kVA発電電動機,及びサイ

リスタ始動装置が工場完成し,組合せ

試験を実施することにより所期の性能

を満足することを確認した｡本サイリ

スタ始動装置は,系統への高調i皮電i充

を抑制するため,始動変圧器を3巻線

式とし,サイリスタ変換器を12相整流

にするとともに,変圧器一?欠側にフィ

ルタを設置したもので,揚水発電所用

サイリスタ始動装置としては,我が国

で初めて採用された方式である｡始動

装置は,主機4台を順次揚水始動する

ために十分な容量の2万kW,60分定

格とし,また,停止時回生制動により

エネルギー回収ができる機能ももって

いる｡サイリスタ変換器の設計に際L

ては,地下発電所グ)限られたスペース

に収納するため,空気冷却器を変換器

の下部に配置するなど,据付スペース

の縮小に特別の配慮がなされた｡図29

に工場試験中のサイリスタ胎動装置を

示す｡

ポンプ水車関係では,最新の高比速

度･高性能設計を適用した台湾電力公

司明湖発電所納め25万7,000kW,316.5m,

300rpmフランシス形ポンプ水草4台

を工場完成し,現在,現地据付け中で

ある｡

小水力発電1幾器への新技術の適用

′J､水力発電は,機器の合理化ととも

にできるだけ保守の手間が省ける簡易

化が必要である｡

(1)電動サーボモータの納入

油圧系サーボモータ方式に比べ,ア

クチュェータ,庄油装置など,油圧系

統が不要な電動サーボモータを開発し,

下記発電所に納入し,昭和58年3月以

降好調な運転を行なっている(図30)｡

水資源開発公団
一庫発電所

最大出力2,100kⅥr,最高落差59

m,回転速度720rpm,横軸フラン

シス水車

(2)一体形制御盤の開発

運転制御,調速制御,励磁制御及び

自動同期の機能を一つのマイクロプロ

セッサによ†)実現したディジタル制御

方式による一体形制御盤を開発し,下

記発電所向けに1号機を製作中である.コ

富山県 上市川第二発電所

4,300kW立軸フランシス水車発

電機

昭和59年10月運転開始予定

図Z9 中国電力株式会社俣野川発電所納め2万kWサイリスク始動装置

図30 電動サーボモータ

区13175ホン級650MVA変圧器

鉄板防音壁不付,75ホン級650

MVA変圧器の完成

従来,変圧器はその低騒音化のため

変圧器タンクの外周を鉄木反防音壁で遮

へいするなどの手段が採られてきた

が,本変圧器は,本体タンクの剛性と

振動の特長を解析することによって,

防振･制振効果を有効に活用した高効

率遮音板(タンクの補強はり問に付加

重量を付けた複合根を設け,防振,制

振効果を図ったもの)を適用し,鉄板防

音壁不付とした画期的な変圧器(図31)

である｡これにより,従来の鉄板防音

壁方式に比べ,その据付面積を約70%

に低減することができた｡

本技術は,更に鉄板防音壁との併用

によって,従来,コンクリート防音壁

を設けていた55ホン級変圧器を,鉄根

β方音壁で製作可能にできるものである｡
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図32 362kV,40kA,l点切りガス遮断器

輸出向け362kVl点切りガス遮

断器の開発

定格電圧362kV,定格遮断電子充40

kA,1点切りガス遮断器の開発に成功

した｡本ガス遮断器は,既に開発済み

である匡l内向けの300kVl点切r)及

び550kV2点切りガス遮断器の開発

技術を基に,更にユニット当たI)の高

電圧化を図ったもので,遮断点数を従

来の2点切F)から1点切りに半i成した

ものである(図32)｡362kVl点切りガ

ス遮断器は世界初の記録品であー),重

量,部品点数共に従来比で70%に,ま

た縦形接地タンク構造を採用し,輸送

容積を従来の75%にi成少している｡本

ガス遮断器は,米国HVBI杜経由で米

国電力会社から既に16台の√受注に成功

している｡

新酸化亜鉛避雷器の系列化

UHV系統に適用される避雷器は,

500kV用避雷器に比べ寿命特性で20

%,処理エネルギーで約3倍の特性向

上が必要であり,昭和55年以降素子の

特性改善を図りUHV系統に適用可能

な高耐量､高寿命素子を開発した｡

今回このUHV用素子の製造技術を

適用することによって,従来の処理エ

ネルギーレベルを変えることなく約60

%に小形化した素子を適用した4.2～

420kV避雷器の系列化を完了した(区1

33)｡新系列避雷器は次のような特長を

もっている｡

(1)素子の特性劣化を抑えることに

よって寿命の向上を図り､長期間にわ

たる信頼性を向上した｡(2)がい管の長

尺化を図F),構成段数を低i成して耐震

性の向上を図った｡(3)適正な分圧シー

ルド構成によって定格電圧182～280

kV避雷器では,分圧コンデンサを省

略し,信頼性の向上を図った｡
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図33

図34

新酸化亜鉛避雷器の系列
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四国電力株式会社讃岐開閉所納めディジタル式監視制御盤の外観

遍
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図35 東北電力株式会社納め中央給電指令所制御室自動給電システム

超高圧変電所用ディジタル式監

視制御装置の完成

電力系統の中枢となる超高圧変電戸斤

に設置する監視制御装置にマイクロコ

ンピュータを導入した我が国初のディ

ジタル式監視制御装置を完成した(図

34)｡本装置は,監視制御盤,論∃哩処理

盤､入出力処∃哩盤及びバックアップ盤

で構成し,当初は187kVで運転を開始

し,二将来は500kV用変電所の監視制御

盤となる｡主な特長は,(1)監視部,操

作部及び系統表示部を一体化し､監視

を容易にした｡(2)論理処理部にマイク

ロコンピュータを使用し,機器選択の

自動化及び計測のディ ジタル化によ

り,監視,制御性を向上した｡(3)論理

処理部のソフトウェア化,系統監視部

のモザイク化及び機能単位のユニット

化によ-)､作業性,保守性を向上した｡

(4)主回路機器とグ)取合い以外は仝静

止化し､信相性の向上を図った｡



東北電力株式会社納め中央給電

指令所自動給電システム

東北電力株式会社納め中央給電指令

所自動給電システムを製作L納入した

(図35)｡本システムは制御用計算機

HIDIC V90/50の二重系マルチシス

テムと,汎用計算機HITAC M-160H

システムの複合システムであり,電力

系統制御の中枢としての最新鋭の機能

を備えている｡その特長は?欠に述べる

とおりである｡

(1)燃料消費節約を考慮し,最も効率

的な長･短期発電スケジュールを対話

形式で計算する経済負荷配分機能と,

発電機の応答速度を考慮し制御指令を

自動出力するEDC(経済負荷配分制

御)機能を備えている｡

(2)電力の需要と供給のバランスを常

に保ち,周i度数と連系線潮流を一定に

保つLFC(負荷周波数制御.)を実施L

ている｡

(3)電力系統安定運用のためのシミュ

レーション計算である潮音充計算･過i度

安定度計算･走態安定度計算を対話形

式で実施できる｡

(4)オンラインで収集されるデータに

基づき,一定周期であらかじめ設定し

た想定事故計算を実施し,運転者にそ

の景子響を知らせることによって,電力

系統の予防保全を図っている｡

(5)情報システム重大形計算機及び系

統制御所や束京′l荘力株式会社･竜i煉開

発株式会引二中央紙電指令所の制御用計

算機と連係し,計画･記録データの送

′受信を行なっている｡

(6)気象協会から気象情報をオンライ

ンで√受信し,監視,記金融ニー舌用している｡

(7)レ)ザデイブの漢字プリンタによ

って,各種統計記録を見やすい形で作

表･作図している｡

(8)システムの保守,拡張を容易に行

なうためのデータベース メンテナン

ス システムを備えている｡

財団法人電力中央研究所納め交

直i充電力系統シミュレータの完成

近年電力需要の増大に対処するた

め,UHV交i充送電及び直流送電の導

入が検討されている｡本装置は,特に

直子充送電と原子力発電設備との協調制

御など,電力系統の運用･制御･保護

方式の開発を目的として設置されたも

のである(図36)｡主な特長は,(1)直i充

送電制御系は将来の技術動向を見越

し,マイクロコンピュータによるディ

ジタル方式を開発し適用した｡(2)原子

力ー直丁充送電の協調制御などの系統制

御部は,制御用計算機(HIDIC V90)

にDDA(計数形微分解析機)を組み合

わせて,高速演算による大規模システ

ムグ)オンラインシミュレーションを可

能とLた｡(3)原子力発電機モデルは,

1,100MVA;扱を対象とし,発電機定

数･励磁系･軸系などの機械的･電気

的特性を忠実に模擬し,SSR(?大同期共

振)などの共振現象解析も可能とした｡

高電圧･大容量光直接点弧サイリ

スタバルブの開発

交直変換一装置として,光直接点弧サ

イリスタ素子を使用した空気絶縁水冷

式サイリスタバルブを開発した(図

37)｡二のバルブは,直i克出力電J土･電

子充125kV･1,800A,変換容量225MW

(三相ブリッジ回路で)級のもので,

主な特長は次に述べるとおりである｡

バルブの心臓部に当たるサイリスタに

挙て′こjぢ∴.琴
山山】】山細､群山

星

図36 財団法人電力中央研究所納め交直)充電力系統シミュレータの監視操作盤

4kV,1.5kAの光サイリスタ素子を

採用し,大地電位の制御部から光ファ

イバによって直接点弧する方式とLた

こと,主回路構成の電気部品(サイリ

スタ,アノードリアクトル,抵抗器)

を直接水冷化することによって部品の

利用率を向上させ,/ト形･軽量化を図

ったことである｡これを風i令式光間接

点弧バルブとメガワ･ソト当たりの変換

容量で比較して体積は30%,重量は25

%,部品点数は15%程度に低減されて

いる｡

このバルブは,電i原開発株式会社佐

久間周波数変操所で実系統に併入さ

れ,昭和58年12月から59年12月まで信

頼度実証試験を実施する予定である｡

また光直接点弧サイリスタとしては,

耐圧及び電流が4kV3 kA,4

kVl.5kAの素子を開発しており(図

38),本サイリ ス タバルブには 4

kVl.5kA光直接点弧サイリスタを使

用Lた｡この光直接点弧サイリスタは

〃層を通して光を照射する方式を適用

Lて,最小点弧光入力15mW以‾卜,臨

界オフ電†主上昇率1,500Vルs以上の

特性協調が得られ,日立製作所独自の

H形増幅ゲート構造を採用して臨界オ

ン電流上昇率250Aルsを確保でき,ま

た,信根性の高い光導入部気密封止構

造,及び光伝送才員大の少ないライトガ

イド構造を採用した素了て､ある｡

≦､
競≡

転感

図38 4kV3kA(左),4kVl.5kA(右)

光直接点弧サイリスク

図37 サイリスクバルブ外観
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知多+NG冷熱発電設備の完成

LNG(液化天然ガス)を気化する際

に発生するLNGの冷熱を,有効に利

用する省エネルギータイプの新発電設

備が,知多エル･エヌ･ジー株式会社

知多基地に完成し,昭和58年6月営業

運転を開始した(図39)｡

この設備は,火力発電所のボイラ燃

料用として,毎時130tのLNGを気化

する気化器としての機能に加え,6,000

kWの発電を行なうものである｡

冷熱発電設備の特徴は,下記のとお

r)である｡

(1) システム

LNGの直接膨脹とフロンのランキ

ンサイクルとを組み合わせた方式で,

エネルギーの有効回収一発電を行なう｡

(2)天然ガス及びフロンガスタービン

(a)可燃性ガス及び特殊ガスを使用

するため,オ､スの外部への漏れ,及

び空気の内部への†昆入を抑えるた

め,高信頼性メカニカルシールを採

用している｡

(b)低ぎ急募困気での運転であるた

め,材料の選定には十分配慮した｡

(3)発電機

(a)励磁機をブラシレス形とし,発

電機･励磁機を--､･体とした内J土防爆

構造を才采用している｡

(b)省エネルギープラントであるこ

とを考慮し,高効率,コンパクト設

計とし,保守性にも優れた高信相度

構成とした｡

(4)運転･制御

(a)運転モードとして,発電を行な

うモードのほか,主機,補機の異常

時にも送ガスの継続が可能なよう

に,3種のモードを用意し,運用に

より選択可能としている｡

(b)基地に対する外部からの電力供

給が,外部系統事故により遮断され

た場合にも,この冷熱発電によって

ガス基地内の主要機器の電源を確保

し,送ガスの継続を図る所内単独運

転の機能をもたせた｡

(c)高効率運用を目的に,最適負荷

配分機能を付加した広い負荷範囲に

わたって最大電気出力が得られる｡

(d)制御方式は､シミュレーション

解析及びパイロットプラントでの実

証試験結果に基づき確立した｡分散

形ディジタル制御によって,負荷変

動,機器異常時などに対しても,安

定した運転が可能であることを確認

している｡
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図39 知多工ル･工ヌ･ジー株式会社納め6′000kW LNGフ令熱発電設備

図40 中低圧タービン外観

｢ムーンライト計画+高効率ガス

タービンの完成

従来のガスタービンと比較L､飛躍

的な効率向上をねらったガスタービン

の開発を進める｢ムーンライト計画+

が国乍家プロジェクトとして日耶口53年か

ら推進されてきた｡この計画は､燃焼

さ且度1,300℃,再燃?且度1,124℃,出力

100MWという世界最大召汲の二軸再燃

式ダスタービンを国内向業6社が高効

率ガスタービン研究組合を結成して製

作,試験を進めるものであり,持合サ

イクルで52%の総合効率をH標とする

画期自勺なガスタービンである(図40)｡

このガスタービンの中枢部である中

低圧タービンの詳細設計,製作,取l)

まとめを日立製作所が担当し､二のほ

ど3箇年に及ぶ工場内作業を完J'し,

また昭和58年7月に総合組合せ無負荷

試験をも無事終了した｡今後,負荷試

験を実施し性能を確認する｡

5ロMVA級超電導発電機の開発

超電導界磁巻線をもつ同期発電機

は,大幅な重量低減,効率向上及び電

力系統安定度向Lが[那tることから,

次代の大容量発電機とLて期待されて

いる｡二の超電導発電機には極低子息多

重円筒回転子や空曙電機子巻線が採用

されるなど,在来機とはかなり異なる

構造上の特徴がある｡そこで,実用機

に適用可能な大きさをもつ50MVA鞭

超電導発電機を製作し,回転子と固定

子単独の各種性能試験を実施した(図

41参照)｡

今後,50MVA発電試験,過酷試験及

び連続運転試験によって発電機の電気

性能,機械性能や信相性などの実用化

検討を行ない,その戎果を次のステ､ノ

ブとして予想される500MVA級実用

機の開発に反映させる予定である｡



盛

′鹿腎JYY″慧琴r

噂L恕

21

藤 ∧声1ご

メ∨′､甥ヂ
転義盛議ミ

項,:㌶‡､′

j>で蒜､ Ⅶ鞄萄姦漂

図4150MVA級超電導発電機の外観

高濃度CWM(石炭水スラリ)の

開発

CWM(石炭水スラリ)の開発は,石

炭の有効利用技術の-･つとLて注目さ

れているが,日立製作所は昭和56年以

来の研究開発によって実用化への必要

な基礎研究をほぼ完了することができた｡

CWMはスラリの石炭膿度を従来よ

り高れ 直接炉内で燃焼できることが

特長である｡二の高濃度化は,石炭の

粒径分布の調整と界面活性剤の使用と

によって達成されるが,これをいかに

して工業的に安価に実現するのが開発

の最大課題である｡日立製作所は

CWMのレオロジー特性の研究を基礎

とL,100kg/h規模のミルシステムと

試験用燃焼炉を主体とする製造から燃

焼までの一貫した試験設備を駆使し,

新しい高濃度粉砕法と界面活性剤の添

加法を開発することができ,高性能で

安価なCWM製造への見通しを得た

(図42)｡

今後は開発の最後のステップとし

て,実機大規模の実缶実証試験を行な

い,実用化に当たっての万全を期す予

定である｡

図42 スラリ製造用ミル設備(100kg/h)

図43 石炭ガス化用ハイドロホイスト実機予想図

石炭ガス化用高信頼ハイドロホ

イストの開発

垂質油＋石炭スラりを,ゲス化炉へ

供給するために開発Lたパイロットプ

ラント用ハイドロホイストについて以

F一に紹介する｡

(1)仕様

流量:0･5m3/h(洗浄運転時0.9m3/h)

圧力:52kg/cm2

取扱液:重質油＋石炭スラリ

温度:175～200℃

濃度:30%(重量比.)

(2)特長,実績

(a)石炭粒径の広い範岡に対応でき

るように,供給室を立形と横形の両

方設けたこと｡

(b)スラリ中で使用する操作弁を含

むすべての機器は､現在まで約1,600

時間を経過し,スラリにより摩耗に

耐え,順調に稼動Lている(図43)｡




